
水と緑と花のまち 昭和58年 7月 1日 No.978

市政だより 人口の動き

6月 1日現在前月比

人口計 67，886 +71 

男 32，664 + 7 
女 35，222 +64 

世帯数 19，982 +58 

( 6月21日、向陽高校で)

盤底富田町古窃げδ雪酪凪守
わたし初めて献血をしました針がチクリとささった時 “あっ"と 思わず声が出ました

わたしの血液誰のために役立つのかな その人と いつかどこかで会えるかな

きっと会えますよねその時“こんにちは"って あいさっしたいな

毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所ftl(-Ij③4111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷



献
血
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

7
月
、
こ
れ
か
ら
暑
い
夏
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
の
時
期

に
、
献
血
を
す
る
l
l
lた
め
ら
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
で
さ
え
疲
れ
ぎ
み
な
の
に
血
を
と
る
な
ん
て
と
。
で

も
、
そ
ん
な
人
に
こ
そ
献
血
を
お
す
す
め
し
た
い
の
で
す
。

献
血
は
お
互
い
の
助
け
合
い
。
人
間
に
だ
け
に
ゆ
る
さ

れ
た
尊
い
も
の
で
す
。

(2) りおおむ市政だより昭和58年 7月 1日
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あなたの“気持ち"を困っている人に

aap自節目股白ω呂田:
7月1日"-'31日

健
康
管
理
に
も

役
立
つ
献
血

だ
れ
で
も
献
血
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

条
件
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
グ
健
康
で
あ
る
こ
と
。

で
す
。
献
血
の
前
に
お
医
者
さ
ん

が
健
康
状
態
を
調
べ
ま
す
。

さ
ら
に
、
献
血
し
た
人
に
は
血

※
下
水
道

築
い
て
伸
ば
そ
う

液
に
A
己
ま
れ
て
い
る
タ
ン
パ
ク
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
検
査
結

果
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
結

果
を
記
録
し
て
お
く
と
、
自
分
の

健
康
状
態
が
あ
る
程
度
は
分
か
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
献
血
は
自
分
の

健
康
診
断
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
仰

α

献
血
す
る
の
は
捌

∞
で
す
。
こ

れ
は
さ
ほ
ど
多
い
量
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
1
回
の
献
血
量
は
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
普
通
刷
白
、
お
隣

り
の
韓
国
で
は
四

α
で
す
。

献
血
後
は
、
2
1
3
時
間
で
血

液
量
が
回
復
し
、
血
液
成
分
の
う

ち
で
最
も
回
復
の
遅
い
赤
血
球
で

も
、
4
週
間
ぐ
ら
い
で
元
の
数
に

も
ど
り
ま
す
。
さ
あ
、
怖
が
ら
ず

に
献
血
体
験
し
て

J

み
ま
し
ょ
う
。

気
持
ち
が
通
う

あ
の
人
に
こ
の
人
に

献
血
さ
れ
た
血
は
、
赤
血
球
、

白
血
球
、
血
小
板
な
ど
成
分
ご
と

に
分
け
ら
れ
、
串
主
告
さ
ん
が
必
要

と
し
て
い
る
成
分
ご
と
に
使
わ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
人
に
は
赤

血
球
、
他
の
人
に
は
血
小
板
だ
け

と
い
う
具
合
に
、
あ
な
た
の
加

∞

が
2
1
3
人
の
串
一基
但
さ
ん
の
体
に

通
う
の
で
す
。

場 所

9 : OO~ l1 : 30 西川|、|謹刑技工専問学校

7同 12 : 00~13 : 00 農協大村駅前給油所

14 : 00~15 : 30 大村農協本所玄関前

9 : 00~12 : 00 県立ろう学校

120<) 12 : 00~ 13 : 30 九州電通

14 : 00~15 : 00 西九州信用金庫前

9 30~12 0削303l1 i 市役所玄関前
21同 12 : 1O~13 早川自動車工業

14 : 00~15 松原農協玄関前

7月の献血車巡回日程

毎月第 3木曜日は市役所玄関前

(時間 9: 30-12 : 00) 

句
m
湖
沼
沼
田
島
綿
織
舎
怠
岡
信

ー

永

年

勤

続

者

に

感

謝

状

ー

6
月
4
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ン
タ
|
に
約
別
人
が
出
席
し
て
行

永
年
勤
続
者

わ
れ
、
永
年
勤
続
者
に
対
す
る
感
(
敬
称
略
)

⑨
別
年

松
尾
武
(
大
川
田
)

⑨
何
年

仲
野
春
雄

(
本
町
第
2
)

⑨
叩
年

松
尾
皐
月
(
岩
松
)
木
寺
正

典

(
三
城
第
1
)
谷
口
義
次

郎

(
諏
訪
7
区
)
小
浜
初
三

郎
(
新
城
)
宮
原
綱
雄
植

松
住
宅
)

⑨

5
年

浦
田
繁

一

町
"
つ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

一、

(
後
木
場
上
)
鈴

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
の
購
入
に

ご
協
力
を

7
月
U
日
同
か
ら
、
サ
マ

ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
(
別
称
、
市

町
村
振
興
宝
く
じ
)
の
予
約
受

け
付
け
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
振
興
を
図
る
た
め
、

(
財
)
長
崎
県
市
町
村
振
興
協

会
を
通
じ
て
積
み
立
て
ら
れ
、

市
町
村
が
興
す
事
業
の
資
金
と

し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

田
正
忠
(
片
町
第
2
)
平
野
強

巳
(
大
佐
古
)
岩
固
定
男
(
大

多
武
)
福
角
忠
夫
(
久
原
第
2

団
地
)
山
添
広
光
(
城
ノ
尾
)

前
回
礼
二

(
西
大
村
本
町
第
1
)

吉
川
寛
(
桜
馬
場
1
丁
目
)
松

尾
松
次
郎
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

岩
口
倉
松
(
富
ノ
原
1
丁
目
)

川
口
春
雄

(富
ノ
原
2
丁
目
)

森
山
鶴
男
(
竹
松
本
町
第
1
)

今
道
実
(
今
津
町
)
故
入
口
二

夫
(
宮
小
路
1
丁
目
)

ご
協
力
を
'
お
願
い
し
ま
す
)
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※
大
村
線

乗
ろ
う
守
ろ
う

ダ
イ
ヤ
を
ふ
や
そ
う

時in
zzE臼相

モー談

私
は
、
日
年
6
月
か
ら
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

3

月
の
誕
生
月
に
現
況
届
用
紙
が

送
付
さ
れ
て
い
た
の
を
な
く
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
届
出
を
し

な
く
て
も
6
月
の
支
払
い
は
、

受
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

デ戸'-tの V戸

現
況
届
と
は
、
受
給
者
の
生

存
な
ど
の
確
認
の
た
め
に
利
用

さ
れ
て
お
り
、
提
出
し
な
い
と

次
の
年
金
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ

プ
さ
れ
ま
す
。
必
ず
誕
生
日
の

月
に
市
長
の
証
明
を
受
け
提
出

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な

お、

現
況
届
用
紙
(
ハ
ガ
キ
)

を
な
く
さ
れ
た
時
は
、
保
険
年

金
課
に
お
い
で
下
さ
い
。
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現
況
屈
は
、
年
金
の
受
給
手

続
き
を
さ
れ
た
、
翌
々
年
か
ら

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

ー
突
通
安
全
協
会
へ
申
請
を
ー

県
表
彰

6
月
末
現
在
で
却
年
以

上
、
お
年
以
上
で
市
表
彰
を
受

け
て
い
る
人
(
普
通
免
許
以
上
)

市
表
彰

6
月
末
現
在
で
凶
年
以

上
、
日
年
以
上
、
加
年
以
上
、

母
市
で
は
消
費
者
行
政
の

一
環
と

し
て
消
費
者
物
価
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
設
け
、
毎
月
1
回
7
名
の
モ
ニ

タ
ー
で

7
庖
舗
を
対
象
に
価
格
の

変
動
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

日
年
度
の
結
果
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

お
年
以
上
の
人
(
免
許
の
種
類

は
問
い
ま
せ
ん
)

資
格

免
許
取
得
後
、
継
続
し
て

自
動
車
(
原
付
、
小
特
を
含
み

ま
す
)
の
運
転
を
し
、
無
事
故
、

無
違
反
の
人
。

※
違
反
に
つ
い
て
は
、
反
則
行

為
後
、
3
年
を
経
過
し
て
い

る
人
も
資
格
が
あ
り
ま
す
。

提
出
書
類

O
表
彰
上
申
書

9.8 

0.4 

-2.8 

2.7 

257 

489 

192 

271 

285 

503 

187 

272 

O
運
転
記
録
証
明
書
(
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

※
7
月
凶
日
同
ま
で
に
、
表
彰

上
申
書
に
証
明
書
交
付
手
数

料
(
三
百
円
)
を
添
え
協
会

へ
提
出
さ
れ
た
人
は
、
証
明

書
交
付
を
代
行
し
ま
す
。

提
出
期
限

7
月
お
日
側

提
出
先

交
通
安
全
協
会
、
各
地

区
支
部

問
合
せ
先

交
通
安
全
協
会
(
宮
③
9
8
8

9
)
 

2.4 

メ

6.3 

9.5 

1.6 

O 

4.3 

4.6 

0.6 

602 

62 

936 

-8.1 

85 

110 

365 

113 

0
6

一口。
6
-
8
 

7
一「
り:
 

1
一

2

戸

b

-
q
J

1
i

一

司

i

ハ

b

一
「
D:
 

1
i

一つ臼

588 

61 

936 

80 

115 

397 

108 

糖(上 白 1kg) 

噌(1 kg) 

油 (1.8e) 
粉(1 kg) 

油 (l.8e)

ン(即席メン)

(2.65旬)

(90 9 ) 

(135 g) 

筆(1ダース)

卜(tA。護)
(18e庄頭)

(5 rri') 

麦

一用

砂
一
味

一醤

一
小

食

フ

洗濯用洗剤

石け ん

灯油

プロパンガス

" 
告白

ノ
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~母と子の健康を守るため~

躍
明要請

保
健
コ
ー
ナ
ー

成
人
病
予
防
検
査

対
象

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
事
業
所
の
被
保
険
者
で
、
原

則
と
し
て
羽
歳
以
上
の
人

期
間

日
年

3
月
況
日
ま
で

(検

査
は

1
日
で
済
み
ま
す
)

場
所健

康
保
険
諌
早
総
合
病
院
ほ
か

内
容

門
診
、
血
圧
検
査
、
レ

ン

ト
ゲ
ン
検
査
、
心
電
図、

尿
検

マ地区 担当者 地区 担当者

田崎 シズ 松井良子

浦 前田 イシ 原因ヨ シ子

主令 松尾ヨ シカ 西 末 安 活 恵

田 上野信子 松崎シズ ヨ

浦田多賀子 大 和崎イ ツ子

天見 潤子 前田 房子

野中 キミ キナ 飯笹朝子

大 鈴田 ムラ 平田富貴子

北野 松代 田添カメ

田中 カ子 瀬君』主主 田中 フサ子

松本 キミ 椎場妙子

キf 吉岡トミヤ 西山 イチ

田雑 絹子 倉光 順子

浜崎マツ子 t1" 開 和子

梁瀬恵美子 吉田洋子

一世 ハツ 中公 勝盛光子

西 中尾 春枝 泉 嘉子

中村タマエ 泉沢多美子

大 佐藤キミエ 福 江口久代

石橋 Jミ 重 山道フジエ

キナ 森山 イク 十f原ム、 川添喜世子

山崎統子 長岡アツ子

田崎 トシ

(敬称略〕母子保健推進員名

推
進
員
は
、

市
と
皆
さ
ん

と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て、

l
歳
6
か
月

児
健
康
診
査
、

3
歳
児
健
康

診
査
、
乳
児
相
談
、
妊
婦
教
室
な

ど
を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
に
、

受
診
を
勧
め
る
た
め
、
家
庭
訪
問

な
ど
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
推
進
員
は

M
C
H
(母

と
子
供
の
健
康
の
頭
文
字
)

の
記

章
を
つ
け
て
い
ま
す
。

※
子
を
思
い

石
け
ん
使
う

マ
マ
の
知
恵

査
、
血
液
検
査
、
子
宮
が
ん
検

査
、
理
化
学
検
査
ほ
か

料
金

三
千
五
百
円
(
申
し
込
み

の
時
、
納
付
し
て
下
さ
い
)

申
込
期
限

(
一
次
)

7
月
初
日
国

(二
次
)
9
月
初
日
同

申
込
・
問
合
せ
先

諌
早
社
会
保
険
事
務
所

(宮
諌
早
⑤
1
6
6
1
)

胃
ガ

集
団
検
診

を
行
い
ま
す

話
で
生
活
環
境
課
衛
生
係

へ。

お
願
い

申
し
込
ま
れ
た
人
は
必
ず
、
受

診
し
て
下
さ
い
。

ン

対
象
的
叫
歳
以
上

※
次
の
人
を
除
き
ま
す

O
各
種
社
会
保
険
で
検
診
を
受

け
る
人
O
妊
娠
中
の
人
O
胃

の
手
術
後
の
人
O
過
去
に
胃

潰
虜

・
十
二
指
腸
潰
壌
に
か

か
り
現
在
治

っ
て
い
る
人

O
胃
の
疾
患
で
治
療
中
の
人

料
金

無
料

申
込
期
限

7
月
日
日
凶

申
込
方
法

住
所
、
氏

名
、
生
年

月
日
、
電

話
番
号
、

受
診
日
を

ハ
ガ
キ
ま

た
は
、
語屯

胃がん集団検診日程

月 日 場 所

8.詑Jく) 松原農協

耳水)市役所

4村 市民会館

民劃 中地区公民館

ぽ土j福祉セ ンター

g月) 植松公民館

仰d竹松出張所

校 腕時例E30腕。gF8668gggg

街・頭補

7月14日閥、 15日(封、 23日(土j

30日(刻、 31日(日)

導① ①弁論大会とポスター展

7月16日(土j 午後 1時

コミュニティセンター

ド

7月2日(土) 午後2時30分

市民会館~アケード

①市中バレー



※
耳
と
こ
と
は
の
相
談
日

7 
月
16 
日
(土)

昭和58年 7月 1日
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福
祉
の
ひ
る
服

り

者を護乳る
に行を幼と
限う 行 児き
ら人いのに
れをま保 、 夕、コ按 I 点、γ 、血 ')ふ ‘J・
手育て君主 JT議入定跡迫レ .d:....]

れ た 家人
なだ事をに活た気ーのと iの「庭
いしな派支をめや 時 寡り 64父父の「
低 プ ど 遣 陣 営日け的婦暮歳」子母母
所介 の し が む常がな」らの 「 家」子
得護介 、あの生の病がしひ 60庭や家

母子 ・父子 ・寡婦家庭に

おおむ

問申料 期
合込金 ※ 間
せ先 内 事
先 無情月

各料 が に
呆地 あ 5
~I 区 る日
課母 と以
母子 き 内
子会 は
相 10
談 日
員 以

夏
休
み

学
童
保
育
所
開
設

対
象共

働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子

期
間7

月
川
一
日
同

1
8月
白
日
附

※
日
曜
、
8
月
比
日
同
、
日
日

開
は
休
み
ま
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

更

新

は

お

済

み

で

す

か

市政だより

昨
年
7
月
か
ら
今
年
の
6
月

に
か
け
て
発
行
し
た
、
心
身
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
、
単
婦
、

寡
男
の
医
療
費
受
給
者
証
の
期

限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

引
続
き

(5) 

助
成
を
受
け
る
に
は
更
新
が
必

要
で
す
。
ま
だ
更
新
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
人
は
、
急
い
で

福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ

午
後
1
時
1
3
時

市民の厚生施設

ふ‘1tL-1，.t!.

静かで家庭的な

時
間午

前
8
時
1
午
後
5
時
初
分

場
所中

央
小
第
2
理
科
室

内
容み

ん
な
と
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、

勉
強
し
た
り
し
ま
す
。

受
付

申込み:社会福祉協議会宿泊係

合③1351

7
月
日
日
同

午
前
9
時
却
分

i
m時
却
分

中
央
小
第
2
理
科
室

問
合
せ
先

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

(宮
③
1
4
7
3
松
尾、

③
2

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
)ぶ

… 山中山中山中山 中 山 中 中 山 山 中 山 中 山中山町一山中山町一中山中山中

ピ

⑧

;;吋

復
局
伊
燃
札

、

¥

一

て

切

年

|

…

本
田
千
代
乃
さ
ん
(
久
原
郷
こ

か
ら
臼
年
前
に
家
を
新
築
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
と
明
る

い

一

時
、
主
人
が
生
花
の
器
を
買
っ
顔
で
話
す
。
そ
の
器
は
今
で
も

一

て
き
て
床
の
間
に
置
い
た
の
を
宝
物
と
し
て
保
存
し
て
い
る
と
山

見
て
、
た

だ

置

く

だ

け

で

は

も

か

。

一

っ
た
い
な
い
の
で
花
を
生
け
た
生
花
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
尋

一

ね
る
と
グ
花
で
季
節
が
味
わ
え
中

る
の
が
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
に

一

し
て
も
今
は
1
年
中
ど
ん
な
花
町

で
も
売

つ
で
あ
る
の
で
、
季
節
的

感
が
な
く
な
っ
た
の
は
寂
し
い
一

で
す
ね
u

と
答
え
る
本
田
さ
ん
一

は
グ
以
前
は
朝
早
く
起
き
て
、

一

子
供
を
連
れ
て
花
を
採
り
に
行

一

き
ま
し
た
。
と
昔
を
思
い
出
す
山

よ
う
に
目
を
細
め
な
が
ら
、
遠

一

く
を
見
つ
め
る
。

一

今
で
も
、
自
分
で
畑
に
花
を
中

棺
え
、
草
取
り
な
ど
も
す
る
と
一

い
う
元
気
さ
。
ま
た
H

花
を
通
一

じ
て
若
い
人
と
も
話
を
す
る
の
中

で
気
分
も
若
く
な
り
ま
す
H

と

一

話
す
本
田
さ
ん
の
姿
は
、

庭
に
一

咲
く

一
輪
の
花
の
よ
う
に
、
清

一

ら
か
で
す
が
す
が
し
い
気
分
を
一

与
え
て
く
れ
た
。

中

-L
iHセ
ザ
3
ふ

愛

花伝

し

を

外
は
夏
の
日
射
し
が
照
り
つ

け
て
い
る
。
季
節
の
花
を
生
け

る
本
田
千
代
乃
さ
ん
(
位
歳
)

の
目
も
と
は
す
ず
し
い
。

か
生
花
を
始
め
た
の
は
、
今
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一騎凶
ー闘

時
一

企・
・'
p
l
i
J

青
春
の
血
が
燃
え
た
(
%
・
%

補
助
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
)

一

県
高
体
連
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
村
市
で
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
ラ
グ
ビ
ー
・
弓
道
の
各
競
技
が

行
わ
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ル
で
向
陽
高
校
が
優
勝
。

そ
の
ほ
か
大
村
高
校
の
ボ
ー
ト
(
支
子
)
な
ど
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

:
I
l
l
i
-
-
L

内田川ほか)ー

南期を前仁、市長や消防署、そのほか閣係者 ;

が市内の危険個所を視察しました。
可F

災害危険個所を視察(%

t 1 
ご協力ありがとうございました「空きかん回収キャンペーン」 企

(% 入国者収容所付近ほか〉

9，173人の参加により、空きかん10，869kgを回収しま

した。これからも、みんなの手で美しい大村をつくりま

しょう。一

ま

※
き
れ
い
な
川
を

と
り
戻
そ
う

(7
月
は
河
川
愛
護
月
間
)

|場清 E事迅方 i去 な ど 教襲名 期 間 設象定員 講師〈敬称略〉

コ 受付開始 7月8日(剣 子ども 7 月 27 日 ~8 月 25 日 /卜学 5・6年生
~ 清 水 文 子
二L 申込方法 電話でコミュニテ おやつ教室 この間に4回、 10 : 0か~12 :00 36)¥ 
ここを茸 ィセンターへ。

アィ (4ー) 定員になりしだい
子ども 7 月 29 日 ~8 月 19 日 イ学 4 ~6年生

岩永憲治

セ I 締め切ります。
やきもの教室 毎週金曜.13: 3~ 15 : 30 20)¥ 

孟1 61 
受講料 無料 子ども 7 月 26 日 ~8 月 23日 小学 1 ~4年生

市村幸子
(耕オ費は実費) おり紙教室 毎週火曜 日 Oト 12:00 3 0 人

中 受付開始 7月12日伏j 親と子の 7 月 27 日 ~8 月 17日 5歳~小学4年生と
市村 幸子

地
午前8時30分から おり紙教室 毎週水曜.10: 0~12 : 00 親 20組

申込方法 電話または直接中 親と子の区宮 地区公民館へ。 7月28日.8月11日.18日 親 子
※制本中心です

公? 定員になりしだい
手づくり絵本

9 : 3~12: 00 1 0組
絵の書き方は

民 3 締め切り ます。
教室 しません

館 7 受講料 無料 子ども 7 月 27 日 ~8 月 17 日 小学5・6年生
あざみグループ

6 (教材費は実費) おやつ教室 毎週水曜.9 : 3ト 12:00 30人
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2
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青
年
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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ミ
ヘ
ユ
一
一
一
ア
ィ

セ
ン
タ
ー

宮
④

3
1
6
1

中
央
家
庭
教
育
講
座

り

子
供
が
成
長
す
る
に
し
た
が
っ

て
親
の
悩
み
は
多
く
な
っ
て
き
ま

す
。
健
康
で
心
豊
か
な
子
供
を
育

て
る
た
め
に
、
家
庭
で
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
-e
・
0

こ
れ
か
ら
の
家

庭
教
育
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

期
間

おおむ

7
月
初
日
凶

1
ロ
月
7

H
附

毎
月
第
1

・
3
水
曜

午
後
l
時
却
分
1
3時
却
分

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

対
象
・
定
員

小
学
生
を
も
っ
親
却
人

学
習
内
容

O
子
供
の
成
長
と
心
の
発
展
O
健

市政だより(7) 

康
と
食
べ
も
の
O
上
手
な
子
育

て
O
生
活
と
環
境
O
子
供
の
進

路
に
つ
い
て
ほ
か

申
込
期
限

7
月
ロ
日
附

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

ム
を
室
田
い
て
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
、
中
央
公
民
館
(
〒
蹴

幸
町
お
|
お
)
へ

婦

人

教

養

講

座

社
会
の
変
化
に
よ
り
、
婦
人
に

関
す
る
問
題
は
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
婦
人

の
役
割
り
に
つ
い
て
語
り
、
新
し

い
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す。

官
灯
周
到

材
凶
芦
田

H7
月
幻
白
岡
(
)
ロ
月
比
日
凶

毎
月
第
2

・
4
水
曜

午
後
1
時
却
分

1
3時
却
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対

象

・

定

員

婦

人

初

人

学
習
内
容

O
わ
が
家
の
健
康
管
理
O
婦
人
の

生
き
が
い
O
か
し
こ
い
消
費
生

活
O
人

ε

つ
き
合
い
と
人
間
関
係

正11
.
刀

申
込
期
限

7
月
凶
日
出

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

ふ乞主
回
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
、
中
央
公
民
館
(
干
則

幸
町
お
|
お
)
へ

社
受
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

期
間7

月
日
日
制

1
9月
ロ
日
開

毎
週
月
曜
午
後
7
時

1
8時

泊
分

場
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受

講

料

月

五
百
円

申
込
方
法

直
接
、
会
場
へ

問
合
せ
先

マ
ン
デ

イ
J

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

(
宮
③
9
7
4
3
田
波
多
、
夜

7
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
)

初
級
ギ
タ
i
講
座

期
間7

月
日
日
樹

1
9
月
凶
日
樹

毎
週
金
曜
午
後
7
時

1
8時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定

員

却

人

受
講
料

月
二
千
五
百
円

講

師

山

下

亨
先
生

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
ギ
タ

l
合
奏
団

(
宮
③
9
3
6
3
中
島
)

xo 
市
営
野
球
場
ほ
か

ス
ポ
ー
ツ

E
u
コ
ー
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日7

月
初
日
凶

1
8
月
1
日
阿

チ
ー
ム
編
成

小
学
生
の
部

4
年
以
下
2
人、

5
年
3
人、

6
年
4
人

中
学
生
男
子
の
部

1
年
2
人、

2
年
3
人、

3
年
4
人

中
学
生
女
子
の
部

学
年
は
制

限
し
ま
せ
ん

※
単

一
少
年
団
で
編
成
し
て
下
、

さ
い
。

参

加

資

格

市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
し
た
少
年
団

申
込
期
限

7
月
却
日
凶

問
合
せ
先

体
育
課

※
申
込
用
紙
な
ど
は
各
ス
ポ
|

ツ
少
年
団
へ
送
付
し
ま
す
。

初
心
者
水
泳
教
室

期
間

7
月
お
日
開

1
却
日
出

毎
日
、
午
後
2
時
1
5時

場

所

市

民
0

ア
ー
ル

対
象
・
定
員

小
学
3
年
生

1
6年
生
の
泳
げ

な
い
児
童
日
人

受

講

料

無

料

(
傷
宝
保
険
加
入

問
合
せ
先
一
商
工
会
議
所
合
③

4
2
2
2
)

金
三
百
二
十
円
を
申
し
込
み
の

時
に
い
た
だ
き
ま
す
)

受
付
開
始

7
月
日
日
同
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
直
接
、

体
育
課
へ

※
電
話
、
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

一，ィ

海
の
旬
間
協
賛

第

1
回
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

普
及
大
会

日
時

7
月
幻
日
附

午
前
9
時

1
午
後
3
時

場

所

大

村
競
艇
場

内

容

ヨ

ッ
ト
、
カ

ヌ
ー
な
ど
の

試
乗
会

対
象
・
定
員

小
学
5
年

1
一
般
剛
人

申
込
期
限

7
月
日
日
幽

申
込
・
問
合
せ
先

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(
宮
②
6
1
9
4
)

B
&
G大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

主
催

ヨ
ッ
卜
教
室

日
時

7
月
刊
日
同

午
前
叩
時

※
雨
天
の
時
は
中
止
し
ま
す
。

集
合
場
所

安
田
汽
船
前
(
西
本
町
)

対
象
・
定
員

高
校
生
以
上
加
人

受
珪
蒋
千
円
(
保
険
代
)

持
っ
て
く
る
も
の

弁
当
、
運
動
靴

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
ヨ
ッ
ト
協
会
(
宮
③
1
2

5
5
、
②
2
1
6
1内
線
2
2

6
)
 

視聴覚ライブラリー 飽 DJJ[盟主道、
7月14日体)・午後6時30分"'8時30分・コミュニティーセンター

題名 : フララ ・フララ物語
こ飯給食がやってくる
健康な老後のために

どなたでちご覧になれます(子供は親と同伴して下さい)
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下
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用
促
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雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
労
働

者
の
雇
用
促
進
と
企
業
の
労
働
力

確
保
を
援
助
す
る
た
め
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
で
従
業
員
を
雇

い
入
れ
る
事
業
主
や
事
業
主
の
団

体
に
、
社
宅
や
福
祉
施
設
な
ど
を

設
置
ま
た
は
整
備
す
る
資
金
を
長

期
・
低
利
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

受
付

昭
和
問
年
2
月
沼
日
ま
で

貸
付
対
象
と
な
る
施
設

労
働
者
住
宅
、
福
祉
施
設
、
職

業
訓
練
施
設
、
高
年
齢
者
職
場

改
善

申
込
先

取
扱
金
融
機
関

問
合
せ
先

大
村
公
共
撃
来
安
定
所
(
宮
②

2
1
0
1
)
、
商
工
観
光
課
労

政
係

三
税
務
大
学
校

5
2
2
4
2
1
3
3

一
学

生

募

集

受
験
資
格

昭
和
泊
年
4
月
2
日
1
4年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付

7
月
6
日
凶
i
u
日
同

一
次
試
験
日
月
2
日
同

願
書
請
求
・
問
合
せ
先

福
岡
国
税
局
(〒
印
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2
丁
目
日
〈J
1
)

諌
早
税
著
者
(〒
制
諌
早
市
永

昌
東
町
山
宮
諌
早
②
1
3
7

0
)
 :E出手

結 1 回

軍基 居室
す団 呂

of募警
P つ

五集?
大
村
ら
し
い
出
庖
を
期
待
し
ま
す
。

申
込
期
限

7
月
刊
日
同

申
込
・
問
合
せ
先

お
お
む
ら
百
畠
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
(
青
年
会
議
所
内

宮
②
6
3
9
1
)

叫

5
第
何
回
二
輪
車
安
全
運
転

2

…
全
国
大
会

…
長

崎

県

予

選

日
時

7
月
口
日
同

午
前
9
時
1
午
後
4
時

場
所

自
動
車
運
転
免
許
試
験
場

対
象

二
輪
ド
ラ
イ
バ
ー
(
一
般
、

女
子
、
高
校
生
)

出
場
資
格
出
場
ク
ラ
ス
の
二
輪

車
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
で

過
去
3
年
以
内
に
免
許
の
取
消

し
ま
た
は
、
停
止
の
処
分
を
う

け
た
こ
と
の
な
い
人

申
込
期
限

競
技
当
日
の
午
前
9
時
ま
で

問
合
せ
先

交
通
安
全
協
会
(
宮
③
9
8
8

9
)
 

教
科
書
展
示
会

期
間

7
月
1
日
倒
i
ロ
日
附

午
前
9
時
1
午
後
4
時
(
土
曜

は
正
午
ま
で
、
日
曜
は
休
み
)

展
示
品

小、

中
、
高
校
教
科
書

場
所

教
科
書
セ
ン
タ
ー
(
市
民

体
育
館
横
、
旧
中
央
公
民
館
)

一
欝
窓
拶
凶
暴
言
ω事
進

マ
HJ一一一ーはじ

マ
七
回
美
枝
(
大
川
田
町
)
泉

香
典
返
し
↑
敬
称
略

f

一
般
寄
村
…
敬
称
略

の
里
へ
ソ
l
メ
ン

1
箱

社
会
福
祉
協
議
会
へ

4

マ
宮
小
路
老
人
ク
ラ
ブ
ひ
さ
ご

マ
馬
場
等

(

竹

松

本

町

・

亡

父

社

会

福

祉

協

議

会

へ

ム

一

甘
泉
の
里
へ
紅
白
ま
ん
じ

常
夫
)
十
万
円

マ
大
村
警
察
署
H
金

一

封

?

っ

削
個
ほ
か

マ
泉
田
範
三
(
荒
瀬
郷
・
亡
妻

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
市
立
病
院
へ

キ

チ

)

五

万

円

マ

赤

水

清

春

(

本

町

2
丁
目
)
マ
長
松
英
昭
(
須
田
ノ
木
町
)

マ
森
寿
春
(
植
松
3
丁
目

・
亡

大

村

子

供

の

家

へ

一

万

一

千

車

椅

子
1
台

母
キ

ク

ヨ

)

三

万

円

五

百
八
十
円

ー辱・
r
p
れ
い
ず
れ
ず
⑫
l
i

自
由
を
求
め
て
権
力
の
座
を
捨
て
る

ー
純
伊
の
嫡
子
・
良
純
の
墓
ー

J

」

の

塞

の

前

を

通

る

と

鎧

の

一

J

ふ
れ
あ
う
音
が
す
る
υ

と
、
付

戸

|

|

近
の
古
老
、
か
語
っ
て
い
る
。

品

品

協

安

↓

二

円

汁

4
=
口
二

黒
土
畑
に
固
ま
れ
た
閣
下
に

二

札

ゆ

広
h
u

町
二

眠
る
豪
族
の
塞
と
は
忍
え
ぬ
石

こ
h
u
g

信
亡
」
恥
一
一

碑
が
あ
る
。

二

壬

¥

い

[

|

今
か
ら
四

一
四
年
前
、
永
録

、
ー
バ
1
巾
い
、
ぷ

刊
は
年
に
「
加
翁
情
岡
大
居
士
」

¥

二

ぜ

舵

n
真

の
銘
が
あ
る
泊
代
、
大
村
純
伊
の
嫡
子

・
良
純
の
塞
。
嫡
子
で
あ

り
な
が
ら
純
前
に
家
を
譲
っ
た
良
純
は

H

病
弱
の
た
め
μ

と
の
理

由
、
が
、
大
村
家
譜
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
こ
の
地
方

一

帝
に
権
力
を
ち
っ
た
有
馬
情
純
の
妹
を
室
に
と
い
う
政
略
結
婚
を

断
わ
っ
た
良
純
は
、
自
ら
今
冨
城
を
出
た
。

戦
乱
に
あ
げ
く
れ
て
い
た
血
な
ま
ぐ
さ
い
時
代
に
、
良
純
は
地

位
と
権
力
を
岳
て
、
弓

矢
を
鍬
に
持
ち
か
え
、

わ
ず
か
な
従
者
と
共
に

黒
丸
の
里
に
移
り
住
ん

だ。良
純
の
一
子
・
重
純
は

は
、
の
ち
純
忠
に
仕
え
、

三
浦
、
阿
内
浦
、
日
宇

の
各
地
を
領
有
す
る
。

後
世
に
残
る
村
部
、
富

沢
、
松
下
の
士
系
は
、

良
縄
か
祖
と
な
る
。
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